
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

0

0 0

1,000 1,000 925 0

0

925

0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・事業は終了するが、ソルガムを核とした、ソルガム栽培からきのこ農家、畜産農家への一連の流れが可能であることが確認できた。

・ソルガムを核とした地域資源循環型農業実践の要望があれば、得られた知見を活用し現地支援を行う。

目標に対

する成果

の状況

・きのこ培地生産用のソルガム栽培面積は、目標を達成することができた。

・きのこ農家での長期栽培の実証（連続16釜）を計画したが、実施農家との調整した結果、連続10釜の栽培となった。計画は下回ったもの

の、前年度以上の長期栽培ができた。

 概算事業費（B（A）+C） 3,395 3,302 3,180 0

2,395 2,560

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

Aの

財源

1,000 925

概　算

人件費

0.29 0.29 0.31

2,395

1,000 907 620

0

0 0 0

・ソルガムの栽培　１ha

・ソルガムきのこ培地の調整と栽培実証　連続10窯

・培地の密閉回収と発酵飼料の調製

・牛への給与実証

925

直接

H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

プロジェクトの推進 ソルガムプロジェクト推進会議の開催 0 0 －

県民との協働による実施： 検討中

【左記の説明、根拠法令等】

　市町村やＪＡを超えた連携が必要であり、各段階においていくつかのリスクがあり、それを低下さ

せるための試験研究を進めながら、実用化に向けた実証を進める技術力や連携が必要である。

課・室 園芸畜産課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail enchiku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

１-３　夢に挑戦する農業

○きのこ培地として利用するソルガム栽培を推進するために、栽培方法と運搬、調製方法の実証検討を進める。

○ソルガム培地によるきのこ栽培の実用化を図るため、連続栽培と培地の回収方法の検討を進める。

○ソルガム培地飼料の実用化と畜産農家の飼料コスト低減を図るために、安全性を確認しながら家畜への給与実証を進める。

○ソルガム栽培からきのこ農家、畜産農家への一連の流れを構築することで、ソルガムを核とした地域資源循環型農業の構築を図る。

○３年経過して、ソルガム栽培は品種選定ができ収穫時期に合わせた栽培体系ができつつある。

○ソルガム培地原料の製造コストをさらに低下させ、収穫時期をずらして乾燥機の能力限界を考慮した長期間収穫する体系が必要。

○ソルガム培地でのきのこ栽培は、慣行と同程度の収量を確保できるようになった。

○培地の回収は密閉トランスバック等で回収し、乾燥させた後混合飼料とすることで嗜好性は低下せず飼料化できた。

きのこ栽培拡大

事業番号 09 04 29 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 きのこと家畜を育てるｿﾙｶﾞﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進事業きのこと家畜を育てるｿﾙｶﾞﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進事業きのこと家畜を育てるｿﾙｶﾞﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進事業きのこと家畜を育てるｿﾙｶﾞﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進事業
担

当

課

部局 農政部

２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 Ｈ２２ ～ Ｈ２５

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

１ha

以上

１ha 達成

未達成連続8釜 連続16釜 連続10釜

0.8ha

ー

区　　分（単位：千円）

0

620 －

合計 925 620 0

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法

○ソルガム栽培の定着化１ｈａ以上と乾燥粉砕の低コスト化

○きのこ農家での長期栽培の実証（連続16釜）と使用済み培地の効率的密閉回収

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

ー

・ソルガム栽培と運搬調製

・ソルガム培地によるきのこ栽

培

・ソルガム混合発酵飼料調製

・牛への給与試験

1,000

合計（A) 1,000

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算 1,000

補正予算

成果目標の達成状況

項目

ソルガムの栽培面積

23年度 24年度


